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域が直面する課題を解決するためには、行政だけで

なく、住民のみなさんや地域が主体となって関わっ

ていくことが必要です。住民のみなさんと地域の主体的な

地域づくりへの参加と連帯、信頼と絆で共に支え合う「地

域力の高い福智町」を目指します。

　協働や地域コミュニティの再構築を政策展開の基本方針

とし、多様な主体が連携して身近な課題を解決しながら、

地域の価値を高めていく、「地域力」の育成・向上を目指す取

り組みを進めます。

　さらに、防災や防犯、福祉、まちづくりなど、分野ごとに

進められがちであった施策について地域のみなさんと情報

を共有し、総合的に施策を推進することにより、「地域力」

の育成・向上を図ります。

基本目標 施策体系

  １．人が輝く地域づくり

  ２．支え合いの地域づくり

  ３．安心安全な地域づくり
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（１）住民主体の地域づくりとコミュニティ活動の活性化支援
 ❶ 小地域福祉活動（ふれあい交流 等）の推進【人権推進課】

 ❷ 各中学校区に設置された学校運営協議会により、学校・保護者・地域が連携し、児童生徒を育てるシステム

     づくりを推進【学校教育課】

 ❸ 学校運営協議会と地域学校協働本部が相互に連携し、「学校を核とした地域づくり」を目指した一体的な取

     り組みを推進【学校教育課、生涯学習課】

 ❹ 地区公民館連絡協議会主体での意識向上の取り組み、公民館活動の振興に資する情報収集・提供および研

     修会の推進 【生涯学習課】

 ❺ 地区公民館施設の老朽化による修繕および統廃合などの整備【生涯学習課】

 ❻ 現代の社会ニーズに合わせた教養・文化教室の見直しの実施【人権推進課、生涯学習課】

（２）人権が尊重される地域づくり
 ❶ 人権教育および啓発活動の推進【人権推進課、生涯学習課】

 ❷ 人権のまちづくり講座の推進【人権推進課、生涯学習課】

 ❸ 講演会等の開催および啓発冊子の発行【人権推進課、生涯学習課】

 ❹ 田川地区人権センターとの連携【人権推進課、生涯学習課】

 ❺ 人権侵害救済に関する検討委員会の設置【人権推進課】

 ❻ 人権教育・啓発における基本計画の策定に向けた検討【人権推進課】

（３）女性が輝く地域社会の実現
 ❶ 第３次福智町男女共同参画推進計画の周知、取り組みの推進【人権推進課】

 ❷ 仕事と育児、介護の両立支援【人権推進課】

 ❸ DV防止に関する広報、相談窓口の周知、関係機関との連携【人権推進課】

 ❹ 各種研修会の開催【人権推進課】

主要施策

※ふれあい交流
▶ 老人会等を中心とした地域の
自主交流活動。
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れからのまちづくりにおいては、住民と行政

がそれぞれの責任や役割を理解し、対等な

立場で協力しながら取り組んでいくことが必要です。

　福智町では、住民が主体となって公民館活動が行

われているものの、参加者の固定化や減少が顕著と

なっています。

　そのため、社会ニーズに合わせた活動内容の見直

しを行い、コミュニティの趣旨や内容および必要性

を周知・啓発し、町全体で協働によるまちづくりの

気運を高めていきます。

　また、地域づくりにおいては、一人ひとりの基本

的人権が尊重された自由で平等な社会を実現すると

ともに、性別に関わらず、参加したいときに社会へ

参画できる環境づくりを行い、女性が輝く地域社会

の実現を図る取り組みも重要です。

　福智町では、これまでの間、講演会や講座を通し

て人権問題や男女共同参画に関する啓発に取り組

み、正しい理解の普及に努めてきました。

　しかし、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う社

会情勢の変化により、現地参集型の講演会開催など

が困難な状況となっていることから、新しい生活様

式に対応した地域づくり活動が求められています。

１．人が輝く地域づくり

現状と課題

こ
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（１）支え合い見守る地域づくり
 ❶ 地域支え合い体制づくり の推進【高齢障がい福祉課】

 ❷ 避難行動要支援者登録名簿の更新および支援者の確保【防災管理・管財課】

 ❸ 生活支援体制整備事業 における協議体の設置および住民主体で地域課題に取り組める体制の整備

     【高齢障がい福祉課】

 ❹ 福祉協力員（ハートフルキーパー）の活動推進【高齢障がい福祉課】

 ❺ ボランティアコーディネーター が関係機関等と連携し、地域をつなぐ体制の整備【高齢障がい福祉課】 

 ❻ 「自殺対策計画」の推進【健康子育て支援課】

（２）企業や事業所と連携した地域サポートの推進
 ❶ 地域における関係各機関等と連携・協働した重層的見守りネットワーク体制整備の取り組み

     【高齢障がい福祉課】

 ❷ 見守りネットワーク協定企業・事業所との情報共有や情報交換、連携体制の推進、構築【高齢障がい福祉課】

 ❸ 地域の企業や事業所等と連携を図り、柔軟に地域課題解決に向けて取り組んでいけるネットワークの構築

     【高齢障がい福祉課】

（３）包括的支援体制づくり
 ❶ 相談を丸ごと受け止める場の拡充【高齢障がい福祉課】

 ❷ トータルサポートシステム の構築【高齢障がい福祉課】

 ❸ 成年後見制度の活用・普及の推進【高齢障がい福祉課】

主要施策
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２．支え合いの地域づくり

もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮

らしていくには、ともに支え合い、助け合う

地域のネットワークの形成が重要です。

　福智町では、民生委員や福祉協力員等の活動に

よる「地域の中での見守り体制整備」や、ボランティ

ア活動の推進など、地域での支え合いを実現するた

めの社会基盤の整備を進めてきました。

　今後は、ニーズの抽出や整理による社会資源との

マッチング、地域住民が主体となって地域課題に取

り組める体制を構築していく必要があります。

　また、福祉等に関するニーズの多様化が進み、行

政による公的なサービスだけでは十分な対応が難し

くなってきています。

　これまで、福祉をはじめとした様々なまちづくりの

分野において、企業等との連携に取り組んできまし

たが、今後もより強固な連携を図りながら地域サポー

トを推進し、誰一人取り残さない多様性と包摂性

のある社会を実現していくことが求められています。

現状と課題

誰

※地域支え合い体制づくり事業
▶ 地域でひとり暮らし高齢者等の要支援者
を地域住民の協力により自主的に見守る体制
を作っていくことを目標とする事業。モデル
地区を設定して広げている。

※生活支援体制整備事業
▶ 生活支援コーディネーターと協議体を設
置し、生活支援コーディネーターが協議体の
ネットワークを生かしながら地域の互助を高
め、住民主体のサービスが活性化されるよう、
地域全体で高齢者の生活を支える体制づく
りを進める事業。

※福祉協力員（ハートフルキーパー）
▶ 地域支え合い体制づくり事業を推進する
上で、その地域で中心的な役割を担う協力員。

※ボランティアコーディネーター
▶町民のボランタリーな活動を支援し、その
実際の活動においてボランティアならではの
力が発揮できるよう町民と町民または組織を
つないだり、組織内での調整を行うスタッフ。

※トータルサポートシステム
▶ 地域福祉の複合的な事案を世代や分野を
超えて総合的にサポートする体制。



※ハザードマップ
▶自然災害が予測される区域や
避難場所、避難経路など住民が
自主的に避難するために必要な防
災情報を分かりやすく地図上に示
したもの。

※国民保護計画
▶ 外国から武力攻撃を受けた場
合の国民の避難、救援、必要な物
資の備蓄などについて、国民保護
法に基づき各自治体が作る計画。福智町消防団出初め式福智町消防団出初め式
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（１）地域防災力と地域防犯力の向上
 ❶ 地域防災計画およびハザードマップ の更新【防災管理・管財課】

 ❷ 自主防災組織づくりの推進【防災管理・管財課】

 ❸ 防災講演会の実施および火災予防・防災意識の啓発【防災管理・管財課】

 ❹ 国民保護計画 の推進【防災管理・管財課】

 ❺ 消防団の訓練および技術と知識の向上【防災管理・管財課】

 ❻ 消防団の統廃合による人員確保および連携・消防施設の強化【防災管理・管財課】

 ❼ 防犯灯および防犯カメラの設置による防犯力の強化【防災管理・管財課】

 ❽ 管理不全空家および特定空家等の適正管理【防災管理・管財課】

（２）交通安全対策の推進
 ❶ 高齢者の運転免許返納事業および誤操作事故防止の推進【防災管理・管財課】

 ❷ 街頭指導および広報活動の充実【防災管理・管財課】

 ❸ 交通安全教室の実施と拡充【防災管理・管財課、学校教育課】

 ❹ 学校安全サポート員の配置【学校教育課】

 ❺ 通学路交通安全プログラムの推進【学校教育課】

（３）安全で安心な消費生活サポートの推進
 ❶ 田川郡消費者センターの運営および専門相談員の配置【まちづくり総合政策課】

 ❷ 消費者トラブルの継続した周知・啓発【まちづくり総合政策課】

 ❸ 悪質商法抑止等の啓発活動の実施【まちづくり総合政策課】

 ❹ 消費生活専門相談員のレベルアップ支援【まちづくり総合政策課】

主要施策
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３．安心安全な地域づくり

年、異常気象や災害が頻発しているだけでな

く、振り込め詐欺や不審者情報などが多発し

ており、これらの対策は喫緊の課題となっています。

　災害時に備えた基盤づくりを進め、地域ぐるみで

の未然防止を図る体制づくりを推進していくだけで

なく、日ごろから一人ひとりの防災・防犯に対する

意識付けが重要となることから、今後も防災・防犯

活動を呼びかけ、安全・安心な暮らしの確保を目指

すとともに、防災と防犯意識の向上に取り組みます。

　交通安全対策においては、飲酒運転をはじめ危険

な運転がいまだに後を絶たず、安全・安心な暮らし

は脅かされ続けています。福智町では、高齢者の免

許返納の推進や子どもの自転車マナーの教育等に取

り組んでいますが、意識の醸成にはまだ十分といえ

ません。交通安全活動を充実させ、交通安全意識や

交通モラルの向上に取り組みます。

　また、インターネットの普及により消費者のニー

ズが多様化し、インターネットを悪用した犯罪など

による消費者被害も増えているなか、多様な相談へ

の対応が求められています。

　これまでも相談窓口や相談員の配置など、消費者

支援に取り組んできましたが、誰もが安全で安心な

消費生活を送ることができるよう、引き続き相談窓

口や相談員の配置および資質向上に努めます。

現状と課題

近




